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兵

ト
モ
　
立
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中
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一
人

ヲ
カ
シ
　
里
人

ツ
レ
　
覚
明

ワ
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今
井
兼
平
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は
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中

季
は
　
夏

木
曽
願
書
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八
百
万
代
を
治
む
な
る
。
弓
矢
の
道
こ
そ
久
し
け
れ
。

抑
是
は
。
木
曽
義
仲
と
は
我
事
な
り
。

さ
て
も
平
家
は
越
前
の
。
燧
が
城
を
攻
め
落
し
。
都
合
其

勢
十
万
余
騎
。
此
砥
並
山
ま
で
攻
め
下
る
。

こ
ゝ
に
は
源
氏
。

か
し
こ
に
平
家
。
両
陣
相
さ
ゝ
へ
。
龍
虎
の
威
を
ふ
る
ひ
。

獅
子
象
の
勢
。
帝
釈
修
羅
の
思
ひ
を
な
し
。

日
月
も
手
の
内
に
。
〳
〵
。
と
り
〴
〵
な
れ
や
梓
弓
の
。

「「「「「「「「「

一
声
立
衆

シ
テ

立
衆

シ
テ

立
衆

上
歌

シ
テ
詞

ト
モ

シ
テ

矢
叫
び
は
雲
に
ひ
ゞ
き
。
閧
の
声
は
倶
梨
伽
羅
の
。
谷
風

も
烈
し
く
。
山
河
草
木
も
震
動
す
。
さ
れ
ど
も
味
方
の

計
略
。
明
日
の
合
戦
と
触
れ
け
れ
ば
。
敵
味
方
に
矢
を
と
ゞ

め
。
く
つ
ば
み
を
返
し
砥
並
山
。
明
く
る
空
を
ぞ
待
ち
ゐ

た
る
。
〳
〵
。

如
何
に
誰
か
あ
る
。

御
前
に
候
。

あ
の
茂
み
の
中
に
。
新
し
き
社
壇
の
見
え
た
る
は
。
如
何
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な
る
神
を
勧
請
申
し
た
る
ぞ
尋
ね
来
り
候
へ
。

畏
つ
て
候
。
如
何
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
ふ
か
。

何
事
に
て
御
座
候
ふ
ぞ
。

あ
れ
に
新
し
き
社
壇
の
見
え
て
候
ふ
は
。
如
何
な
る
神
を

勧
請
申
し
て
あ
る
ぞ
。

さ
ん
候
始
め
て
八
幡
を
勧
請
申
し
て
候
。
今
八
幡
と
も
又

在
所
を
羽
生
と
申
す
に
よ
り
。
羽
生
の
八
幡
と
も
申
し
候
。

如
何
に
申
し
上
げ
候
。
在
所
の
者
に
尋
ね
申
し
て
候
へ
ば
。

「「「「「「「「「
ト
モ

ヲ
カ
シ

ト
モ

ヲ
カ
シ

ト
モ

シ
テ

ト
モ

覚
明

サ
シ
立
衆

新
し
く
八
幡
を
勧
請
申
し
て
候
ふ
が
。
今
八
幡
と
も
申
し
。

又
羽
生
の
八
幡
と
も
申
す
よ
し
を
申
し
候
。

近
頃
め
で
た
き
事
に
て
候
。
や
が
て
社
参
申
さ
う
ず
る
に

て
候
。
覚
明
を
召
し
て
願
書
を
こ
め
候
へ
。

畏
つ
て
候
。
如
何
に
覚
明
御
参
り
候
へ
。
急
ぎ
願
書
を
書

き
て
御
こ
め
あ
れ
と
の
御
諚
に
て
候
。

畏
つ
て
候
。
や
が
て
仕
ら
う
ず
る
に
て
候
。

今
井
樋
口
を
始
め
と
し
て
。
其
数
多
き
兵
ど
も
。
皆
悦
び
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の
色
を
な
し
て
。

急
ぎ
社
壇
に
参
り
つ
ゝ
。
〳
〵
。
信
心
を
致
し
取
り
分
き

て
。
願
書
を
読
み
上
げ
。
猶
神
徳
を
仰
が
ん
。

何
々
帰
命
頂
礼
。
八
幡
大
菩
薩
は
。
日
域
朝
廷
の
本
主
。

累
世
明
君
の
曩
祖
た
り
。

宝
祚
を
守
ら
ん
が
為
め
。
蒼
生
を
利
せ
ん
が
為
め
に
。
三

身
の
金
容
を
顕
は
し
て
。
三
所
の
権
扉
を
押
し
開
き
給
へ

り
。
こ
ゝ
に
頻
の
年
よ
り
こ
の
か
た
。
平
相
国
と
い
ふ
者

「「「
地

シ
テ地

あ
つ
て
。
四
海
を
掌
に
し
。
万
民
を
悩
乱
せ
し
む
。
是
れ

仏
法
の
怨
み
王
法
の
敵
な
り
。
抑
曽
祖
父
前
の
陸
奥
守
。

名
を
宗
廟
の
氏
族
に
帰
附
す
。
義
仲
い
や
し
く
も
。
其
後

胤
と
し
て
此
大
功
を
起
す
こ
と
。
喩
へ
ば
嬰
児
の
蠡
を
以

て
巨
海
を
測
り
。
蟷
螂
が
斧
を
取
つ
て
。
隆
車
に
向
ふ
如

く
な
り
。
然
れ
ど
も
君
の
為
め
国
の
為
め
に
。
是
を
起
す

の
み
な
り
。
伏
し
て
願
は
く
は
。
神
明
納
受
垂
れ
給
ひ
。

勝
軍
を
究
め
つ
ゝ
。
仇
を
四
方
に
退
け
給
へ
。
寿
永
二
年
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五
月
日
と
。
高
ら
か
に
読
み
上
ぐ
れ
ば
。

義
仲
願
書
に
鏑
矢
を
。
神
前
に
捧
げ
申
せ
ば
。
御
供
の
兵

ど
も
ゝ
。
上
差
の
鏑
を
一
つ
づ
ゝ
。
彼
宝
前
に
捧
げ
て
。
南

無
帰
命
頂
礼
。
八
幡
大
菩
薩
と
て
。
皆
礼
拝
を
参
ら
す
る
。

寄
せ
か
く
る
。
汀
の
波
の
お
の
づ
か
ら
。
音
も
烈
し
き
朝

嵐
。

如
何
に
平
家
の
軍
兵
た
し
か
に
聞
け
。
抑
是
は
木
曽
殿
の

御
内
に
。
今
井
の
四
郎
兼
平
。
今
日
追
手
の
大
将
と
名
乗

「「「「「「「
シ
テ

一
声
ワ
キ詞地地

シ
テ地

り
呼
ば
ゝ
る
其
声
は
。
天
地
も
響
く
ば
か
り
な
り
。

今
井
が
合
図
の
鬨
の
声
に
。
後
の
林
の
五
万
余
騎
。
一
度

に
鬨
を
ど
つ
と
作
る
。

平
家
は
其
勢
十
万
余
騎
。
〳
〵
。
時
も
こ
そ
あ
れ
五
月
闇
。

暗
さ
は
暗
し
巌
石
巌
の
。
敵
も
味
方
も
同
士
討
す
な
と
。

魚
鱗
鶴
翼
定
め
も
な
し
。

か
ゝ
り
け
る
処
に
。

か
ゝ
り
け
る
処
に
。
羽
生
の
八
幡
の
社
壇
の
上
よ
り
。
神
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火
一
村
飛
び
上
つ
て
。
源
氏
の
軍
兵
の
闇
を
照
ら
す
。
光

の
影
を
よ
く
〳
〵
見
れ
ば
。
鳩
鳥
を
戴
く
忍
辱
の
御
鎧
。

悪
魔
降
伏
の
白
羽
の
鏑
矢
を
。
平
家
の
陣
に
射
給
ふ
と
見

え
し
が
。
平
家
の
大
勢
取
る
物
も
取
り
あ
へ
ず
。
倶
梨

伽
羅
が
谷
の
。
巌
石
の
上
に
走
り
か
ゝ
り
。
落
ち
重
な
り

〳
〵
。
馬
に
は
人
々
に
は
馬
。
雪
の
し
づ
え
や
霜
く
づ
れ
。

積
る
木
の
葉
の
塵
ひ
ぢ
の
如
く
。
七
万
余
騎
は
倶
梨
伽
羅

の
。
谷
の
千
尋
の
深
き
を
も
。
浅
く
な
る
程
埋
め
た
り

け
り
。
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